
令
和
５
年
９
月
30
日
土
、
か
の
や
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、「
福
祉
・

介
護
の
し
ご
と
就
職
・
転
職
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
ま
す
。

◉
１
部　

就
職
・
転
職
セ
ミ
ナ
ー

時
間　

13
：
00
～
13
：
50
（
受
付

12
：
30
～
）

対
象
者　

概
ね
55
歳
以
上
の
方
な
ど 

講
師　

社
会
福
祉
法
人
福
寿
会　

特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ル
ー
ピ
ン
の
里

施
設
長　

福
留　

利
郎　

氏

定
員　

30
名
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

申
込
書

を
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵

送
、
も
し
く
は
下
記

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

９
月
８
日
金
ま
で

◉
２
部　

就
職
・
転
職
相
談
会

時
間　

13
：
50
～
15
：
50
（
受
付

13
：
20
～
15
：
20
）

対
象
者　

介
護
等
職
場
へ
の
就
職
希

望
者
及
び
令
和
６
年
３
月
卒
業
予
定

の
学
生 

参
加
法
人　

20
法
人
（
予
定
）

参
加
料　

無
料
（
事
前
の
申
込
み
不

要
）

内
容　

県
内
の
介
護
等
職
場
の
人
事

担
当
者
が
、
仕
事
内
容
・
求
人
時
期
・

条
件
・
募
集
方
法
等
に
つ
い
て
個
別

に
相
談
に
応
じ
ま
す
。同
会
場
内
に
、

情
報
提
供
及
び
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
社
会
福
祉
協
議
会　

福
祉
人
材
・

研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
‐
２
５
８
‐
７
８
８
８

県
で
は
、
介
護
に
興
味
・
関
心
が
あ

る
介
護
未
経
験
者
を
対
象
に
、
介
護

の
入
門
的
研
修
の
受
講
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
３
日
間
で
介
護
の
基
本

的
な
知
識
・
技
術
を
学
べ
ま
す
。

募
集
人
数　

20
名
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料

実
施
日　

９
月
９
日
土
、
９
月
15
日

金
、
９
月
16
日
土

時
間　

８
：
45
～
17
：
00

会
場　

鹿
屋
市
社
会
福
祉
会
館
（
鹿

屋
市
向
江
町
29-

２
）

申
込
方
法　

受
講
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵

送
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　

８
月
24
日
木

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
の
チ
ラ
シ
・
申
込

書
は
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
社
会
福
祉
協
議
会　

福
祉
人
材
・

研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
‐
２
５
８
‐
７
８
８
８

お
知
ら
せ

地
震
防
災
対
策
で
は
減
災
目
標
の
達

成
を
目
指
し
、
地
域
の
特
性
に
応
じ

て
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
度
、
内
閣
府
で
は
今
後

の
防
災
対
策
に
向
け
て
皆
さ
ま
の
声

を
反
映
さ
せ
る
た
め
避
難
意
識
等
に

関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
回
答
い
た

だ
き
た
く
、
ぜ
ひ
ご
意
見
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

回
答
フ
ォ
ー
ム
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://
en.surece.co.jp/kaiko2023/

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
も
回
答
で
き
ま
す
。

実
施
期
間　

７
月
１
日

土
～
８
月
31
日
木
を
予
定

回
答
時
の
注
意
点　

①
回
答
は
１
人

１
回
限
り
と
な
り
ま
す
。
②
回
答
の

途
中
で
、
回
答
状
況
を
一
時
保
存
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
③
選
択

式
の
設
問
は
該
当
す
る
選
択
肢
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

記
述
式
の
設
問
は
可
能
な
限
り
具
体

的
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
④
お
答
え

い
た
だ
い
た
内
容
は
、
個
人
が
特
定

で
き
な
い
よ
う
と
り
ま
と
め
た
後
、

今
後
の
防
災
対
策
の
検
討
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
震
防
災
対
策
の
ア
ン
ケ
ー
ト

問
内
閣
府
政
策
統
括
官（
防
災
担
当
）

付
参
事
官
（
防
災
計
画
担
当
）
付

大
竹
、
吉
田

☎
０
３
‐
３
５
０
１
‐
６
９
９
６

　
訓
練
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

と
タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
の
取
得
、
デ

ス
ク
ワ
ー
ク
に
お
け
る
標
準
的
な
ソ

フ
ト
で
あ
る
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
に

つ
い
て
、
基
礎
か
ら
実
務
に
対
応
で

き
る
応
用
知
識
を
指
導
し
ま
す
。
ま

た
、
企
業
に
就
労
し
た
際
に
、
事
務

的
業
務
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成

を
目
標
と
し
ま
す
。

訓
練
会
場　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

愛
・
あ
い
ネ
ッ
ト
（
鹿
屋
市
旭
原
町
）

定
員　

６
名
（
応
募
者
が
少
な
い
時

は
実
施
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

訓
練
期
間　

令
和
５
年
11
月
２
日
木

～
令
和
６
年
１
月
31
日
水
（
土
日
・

祝
日
、
年
末
年
始
は
原
則
休
講
）

訓
練
時
間　

９
：
15
～
14
：
45

応
募
資
格　

障
害
の
あ
る
方
で
早
期

就
職
や
再
就
職
を
目
指
す
方
。
公
共

職
業
安
定
所
か
ら
受

講
あ
っ
せ
ん
を
受
け

ら
れ
た
方
。（
就
労
支

援
事
業
所
等
で
支
援
を

受
け
ら
れ
て
い
る
方
も
受

講
可
能
）

募
集
期
間　

９
月
22
日
金
ま
で

受
講
料　

無
料

（
教
材
費
８
，
８
０
０
円
が
必
要
）

問
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
９
９
６
‐
４
４
‐
２
２
０
６

令
和
５
年
度
大
隅
肝
属
地
区
消
防
組

合
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

職
種
及
び
人
員　

消
防
職
員　

２
人

程
度

受
験
資
格　

①
平
成
６
年
４
月
２
日

～
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者　

②
学
校
教
育
法
に
よ
る
高

等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る

者
（
令
和
６
年
３
月
卒
業
見
込
み
者

を
含
む
。）　

③
普
通
自
動
車
免
許

（
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
免
許
）
及
び
大
型

自
動
車
免
許
を
有
し
て
い
る
か
、
ま

た
は
採
用
後
免
許
取
得
が
で
き
る
者

（
採
用
後
は
、
大
型
自
動
車
免
許
を

取
得
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。）　

④
身
体
条
件　

ア
視
力　

裸

眼
視
力
ま
た
は
矯
正
視
力
が
両
眼
で

０
・
８
以
上
、
か
つ
、
一
眼
が
そ
れ

ぞ
れ
０
・
５
以
上
で
あ
る
こ
と
。
イ

聴
力　

左
右
正
常
で
あ
る
こ
と
。
ウ

そ
の
他　

消
防
業
務
を
支
障
な
く
遂

行
で
き
る
こ
と
。

試
験
の
方
法　

①
第
一
次
試
験　

教

養
試
験
、
適
正
検
査
、
作
文
試
験
、

体
力
試
験　

②
第
二
次
試
験　

面
接

試
験
（
個
別
面
接
、グ
ル
ー
プ
討
論
）

第
一
次
試
験
の
日
時　

令
和
５
年
９

月
17
日
日　

９
：
00
～
16
：
00　

お
知
ら
せ

消
防
職
員
の
採
用
試
験

「
介
護
の
入
門
的
研
修
」
案
内

障
害
者
委
託
訓
練
生
の
募
集

試
験
会
場　

大
隅
肝
属
地
区
消
防

組
合
消
防
本
部
（
鹿
屋
市
新
川
町

８
０
０
番
地
）

受
験
申
込
書　

消
防
本
部
総
務
課
、

各
消
防
署
及
び
各
分
署
に
準
備
し

て
あ
り
ま
す
。
大
隅
肝
属
地
区
消

防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。http://

w
w

w
.fd-kim

otsuki.jp

受
験
申
込
書
受
付
期
間　

７
月
３
日

月
～
８
月
14
日
月　

８
：
30
～
17
：

00
（
郵
送
の
場
合
も
８
月
14
日
月
必

着
と
し
ま
す
）

問
大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合
消
防
本

部　

総
務
課　

管
理
係

☎
０
９
９
４
‐
５
２
‐
１
１
９
１

福
祉
・
介
護
の
就
職
・
転
職
フ
ェ
ア

台
湾
の
大
学
生
が
お
茶
と
お
菓
子
、

ゲ
ー
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
台
湾
の
文
化

を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

日
時　

７
月
23
日
日

13
：
00
～
16
：
00

場
所　

カ
ピ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー

参
加
料　

無
料　

※
予
約
不
要　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
か

ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
４
‐
４
５
‐
３
２
８
８

台
湾
紹
介
イ
ベ
ン
ト
開
催

～ 地域資源を活かしたビジネスづくりの実践 ～

お問い合わせ先　
錦江町役場 産業振興課 
☎ 22-3034

今年２月までのマイナンバーカード申請者

ポイント申込みは９月末まで

令和５年２月末までにマイナンバーカードを申請さ
れた方は、マイナポイントの申込みが令和５年９月
末までとなっておりますので、申込みご希望の方は、
お早目にお申込みください。また、マイナンバーカー
ドを申請された方で、まだ受取りに来られていない
方は、お早めにお受取りをお願いします。

◉お問い合わせ先
本庁 住民税務課 住民チーム　☎ 22-3039

マイナンバーカードへの公金受取口座・健康保
険証の登録について確認されたい方はマイナン
バーカードと４桁の暗証番号をご持参の上、住
民税務課または住民生活課の住民窓口までお越
しください。

支所 住民生活課 民生チーム　☎ 25-2511

 マイナンバーカードの登録確認

ホームページ
のＱＲコード

インスタグラム
のＱＲコード

牧  大 介 氏

「ローカルベンチャー」
　　　　　　とは何か？

株式会社エーゼログループ代表取締役ＣＥＯ

京都府出身。京都大学大学院（森林
生態学研究室）修了後、民間シンク
タンクを経て、2005 年「アミタ持
続可能経済研究所」設立に参画し、
所長に就任。FSC 認証制度を活用し
た林業経営改善をはじめ、農山漁村
での新規事業を多数プロデュース。
2009 年、「株式会社西粟倉・森の学
校」を設立。2015 年に「エーゼロ
株式会社」を設立、2023 年には「西
粟倉・森の学校」と合併させ「株式
会社エーゼログループ」を発足。

2023 年８月７日 月   18：30 ～
錦江町文化センター ２階会議室

講師プロフィール

場 所

日 時

　錦江町では、令和５年４月から岡山県西粟倉村に本社を置く「エーゼログ
ループ」とともに、新たな事業創出に向けた地域資源の発掘や地域内外の共
創基盤の整備に取り組んでいます。町民の皆さまにも取り組みを知っていた
だく機会として、今回は代表取締役を務める牧大介氏の講演を開催します。
　岡山県西粟倉村は、人口 1400 人ほどの中山間地域で、面積の 93％が森
林に囲まれています。牧氏は2009年に株式会社西粟倉・森の学校を立ち上げ、
村の中心産業であった林業の活性化に努めてきました。さらに、2015 年に
はエーゼロ株式会社を立ち上げ、地域で新たなチャレンジをする「ローカル
ベンチャー」の育成事業、養鰻業、養蜂業、不動産建築業、福祉事業など数
多くの事業を手がけてきました。
　当日は、地域資源を活かしたビジネスを生み出すヒントや実践例、錦江町
での取り組み・展望についてお話しいただく予定です。多くの皆さまのご
来場をお待ちしております。
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